
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特別支援教育推進資料の中で紹介されている指導について，指導過程や指導計画の例を紹

介しています。各学級での指導の参考にしていただければ幸いです。 

 

平成 29 年度 特別支援教育推進資料 

【補助資料】 
～指導計画・指導過程例～ 



平成 29 年度特別支援教育推進資料「みんな生き生き！仙台市の特別支援学級」 

【補助資料 ～指導計画・指導過程例～】 
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             特別支援学級 生活単元学習 指導計画（小学校） 

 

1 単元名 「端午の節句を祝おう」 

2 単元の目標 

 ・日本に古くから伝わる季節の行事について知る。 

 ・季節の掲示物を作ることで，季節感を味わう。 

 ・異年齢の友達と仲良く活動する。 

3 指導計画（全 5時間／4月） 

 時数 小単元名 主な指導内容・活動内容 

1h 「端午の節句について 

        知ろう」 

・5月 5日の端午の節句について，休日の意義を知る。（本

の読み聞かせ） 

・学級のみんなで「端午の節句の会」をすることを知り，

学習計画を立てる。 

・端午の節句の会の役割分担をする。 

2h 「端午の節句の会の 

準備をしよう①」 

・上学年と下学年それぞれに分かれ，ゲームの準備をす

る。 

＜上学年＞ 

 端午の節句クイズの作成・・・テーマを決めて，図書

室やパソコン室でテーマについて調べたことをまとめ

る。 

＜下学年＞ 

「およげ！こいのぼりくん」ゲームで使用する鯉のぼり

の制作・・・紙コップに穴を開け，周りに鱗の形に切

った色紙を貼る。 

1h 「端午の節句の会の 

    準備をしよう②」 

・各係に分かれて，「端午の節句の会」の準備をする。 

＜各係＞ 

 進行係（プログラム､原稿作成） 

 歌係 （歌詞カードの作成，指揮の練習） 

 装飾係（会場を飾る鯉のぼりの制作） 

 発表係（はじめ，おわりの言葉原稿作成） 

1h 「端午の節句を祝おう」 ・司会の進行で，みんなで楽しくゲームをする。 

・上学年は，自分が調べたテーマに基づき，クイズを出

題する。下学年の子どもたちは，3 択問題に手を挙げ

て答える。 

・下学年が作った鯉のぼりで，「およげ！こいのぼりくん」

のゲームをする。二人一組で行う。 

・感想発表をする。 

１ 



 

 

特別支援学級 生活単元学習指導計画（小学校） 

１ 単元名 「宿泊学習に行こう」 

２ 単元の目標 

・自然との触れあいを通して自然を大切にする心を育てる。 

・集団生活を通し自律と協調の気持ちを養う。 

・身の回りのことを自分でできるようになる。 
・他校の友達と仲良く交流する。 

３ 指導計画（全 １５ 時間） 

時数 小単元名 主な指導内容・活動内容 

１ｈ 「どんなことをするのかな」 ・前年度の宿泊学習の写真や下見の写真などを
活用し，宿泊学習の活動の様子を確認させ，
学習の見通しを持たせる。 

・準備するものや決めることなどを予想させ，
今後の学習予定を考えさせる。 

１ｈ 「しおりを作ろう」 ・当日まで使用するしおりの製本作業を行う。 
・先生方の分も作成し，宿泊学習へ行くことを

周囲へ知らせ，意識させる。 
・ページ数や製本の仕方など経験を積む。 

１ｈ 「予定を確認しよう」 
「役割分担を考えよう」 

・宿泊学習の日程を確認し，場所，時間，活動
内容，使用する公共交通機関など具体的なイ
メージを持たせる。 

・バランスを考えながら参加する児童の役割分
担を決める。 

・決まったことをしおりに書き込む。 
・持ち物の確認をする。（大きいリュック，小
さいリュック） 

１ｈ 「約束を確認しよう」 ・公共交通機関を使用する際のルール，施設を
利用する際の約束などを確認する。 

・集団で活動することを意識させる。 

１ｈ 「昼食を決めよう」 ・最終日の昼食場所，食べるメニューを考えさ
せる。 

・注文の仕方や支払い，おつりの受け取りなど
の練習を行う。 

・電卓を用いた金銭の計算を練習させる。 

３ｈ 「出し物を決めよう」 ・学校紹介や自己紹介の内容を考える。 
・役割分担を決め，話す内容を原稿にする。 
・出し物の練習を行う。 

２ｈ 「練習しよう」 ・おふろの入り方，布団の敷き方や片付け方な
どを確認し，練習を行う。 

・担当している活動のリハーサルを行う。（司
会，代表の言葉など） 

・出し物の練習を行う。 

１ｈ 「バスや地下鉄に乗ろう」 ・バスや地下鉄の乗り方を練習する。 
・お金の支払いやカードの使い方を覚える。 
・乗り降りする駅の名前を覚える。 

１ｈ 「楽しもう宿泊学習」 ・結団式を行い，宿泊学習への意欲を高める。 
・準備物や日程について再度確認する。 
・先生方へ「行ってきます」の挨拶を行う。 
・日程表にそって活動する。 

３ｈ 「まとめをしよう」 ・写真を用いて思い出を振り返る。 
・楽しかった出来事や学んだことなどを写真と

コメント用紙で画用紙や模造紙にまとめる。 

２ 



 

 

特別支援学級 生活単元学習指導計画（小学校） 

１ 単元名 「野菜を育てよう」 

 

２ 単元の目標 

・植物や自然に親しみ，生き物を大切にする心を育てる。 

・食べることの大切さや喜びを経験し，身近な食材に興味を持つ。 

・植物の生長の様子について体験しながら学ぶ。 

 

     

３ 指導計画（春植え野菜５月～ または 秋植え野菜９月～） 

時期 小単元名 主な指導内容・活動内容 

５月 

（９月） 

「野菜を決めよう」 ・育てたい野菜を考え，決める。 
・どのような種類の野菜があるのか，写真やイラ

ストを用いてイメージを持たせながら考えさ
せる。 

・育てる場所（プランター，畑）を意識させ，野
菜を選ばせる。 

５月 

（９月） 

「野菜を植えよう」 ・決めた野菜の種や苗を植える。 
・種のまき方や苗の植え方の注意を伝え，生き物
であるので大切に扱うことを約束させる。 
・植え終わったら，じょうろ等で水やりをする。 

７月 

（１１月以降） 

「収穫しよう①」 ・夏野菜の収穫を行う。 
・収穫した野菜を使って調理学習と関連させる。 

１０～１１月 「収穫しよう②」 ・野菜の種類によっては秋収穫を行う。 
・収穫した野菜を使って調理学習と関連させる。
（芋煮，カレーなど） 

通年 
（常時活動） 

水やり 
草取り 
観察 等 

 
・野菜が元気に育つように天気に合わせて水やり

を行い，適宜草取りを行う。 
・収穫までの数回，観察も行い，観察日記を付け

て記録していく。（デジタルカメラも活用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 



 

 

特別支援学級 生活単元学習指導計画（小学校） 

１ 単元名 「カレンダーを作ろう」 

 

２ 単元の目標 

・手順やルールを守り，最後まで課題に取り組む。 

・最後まで丁寧に作業する意識を持たせる。 

・できたカレンダーを先生方や交流学級へ配り，達成感を味わわせ，自己肯定感を高める。 

 

３ 指導計画（全 １８ 時間） 

時数 小単元名 主な指導内容・活動内容 

１ｈ 「計画を立てよう」 ・どのようなデザインのカレンダーにするのか考
える。 

・何月に何色の画用紙を使うか考える。 
・職員室や交流学級など，配布する相手や場所を

考えて全部で何部必要か確認する。 
（・画用紙や製本テープなど注文する。） 

１ｈ 「日付を書こう」 ・各月の曜日や日にちを書く。 
・次年度のカレンダーを提示しながら書く場所を
指示する。 
・丁寧に数字や文字を書かせる。 
・本番の画用紙に印刷する。 

８ｈ 「はんこを押そう」 ・日曜日や祝日の数字部分に休日の印を付ける。 
（・はんこは図工で消しゴムはんこを作成） 
・はんこの上下や押す場所に間違いがないように

初めに見本を一枚作成し，それを参考に作業を
進める。 

・カレンダーの裏におまけではんこを押す。（お
楽しみはんこ押し） 

５ｈ 「写真をはろう」 ・カレンダーの上部に児童の作品等の写真を貼り
付ける。 

・簡単にはがれないように端までしっかりのり付
けし，貼らせる。 

・写真を貼る位置の参考に出来るように，見本を
一枚作って置いておく。 

１ｈ 「確かめよう」 ・はんこの押し忘れや写真の貼り方など，不備が
ないか確認する。 

・間違いや不足が見つかった場合は手直しする。 

１ｈ 「製本しよう」 ・できたカレンダーを順番にまとめ，製本する。 
・壁に掛けられるようにリボンも一緒に綴じ込む。 
・製本したカレンダーは製本テープを貼る。しわ

が寄らないように気を付ける。 
・完成したカレンダーの検品を行う。不備がある

ものはよけておき，分別をする。 

１ｈ 「ラッピングしよう」 ・先生方や教室に配れるように，ラッピングをす
る。（クリスマスプレゼント風・御歳暮風） 

・直接手渡しできる先生方には直接渡し，作った
ことやかざって欲しいことなどを伝える。 

・直接渡せなかった方に手紙を添えて机上に配布
する。 

 

 

４ 



 

 

特別支援学級 生活単元学習 指導計画（小学校） 

１ 単元名 「安全で楽しい生活 ～災害に備えよう～」 

 

２ 単元の目標   

・いつもと違った状況（災害時）でも，落ち着いて行動することができる。 
     

３ 指導計画（全 29 時間 ／ 5月～10月） 

時数

・ 

時期 

小単元名 主な指導内容・活動内容 

4h 

・ 

5月 

大変な時ってどんな時 ○災害にはどんなものがあるか知る。 
 ・地震，大雨，大風等自然災害について様子がわかる。 
○事故にはどんなものがあるか知る。 
 ・交通事故，不審者，火事等についてわかる。 

5h 

・ 

6月 

もしも○○になったら ○停電やガスの停止等，どんな状態になるか，どんなものがあれ
ば不便な状況に対応できるか考える。 

 ・絵や写真をもとに，どんなことが困るか具体的に気付く。 
 ・それぞれの状況で必要になるものについて考える。 
○けがをしたとき，体調が悪いときどうすればよいか考える。 
○災害時の避難所や，こども110番の店等，困ったとき助けてもら
える場所があることを知る。 

5h 

・ 

7月 

そなえておこう ○非常持ち出し袋と中身について知る。 
○いろいろな非常食があることを知る。 
 ・乾電池の役目に気づき,懐中電灯やラジオの利用方法を知る。 
 ・簡単に調理できる食べ物があることを知る。 
 ・カセットコンロを使ったお湯の沸かし方を知り，実際にお湯

を沸かしてみる。 
 ・沸かしたお湯でカップラーメンを作って食べる体験をする。 

10h 

・ 

9月 

おたすけマップを作ろう ○困った時に行ける場所やお店を調べる。 
 ・非常持ち出し袋の中身がなくなったらどうすればよいか考える。 
 ・家の近くで売っているものについて話し合う。 
 ・困った時に行ける場所について調べることを知る。 
○おたすけマップを作る計画を立てる。 
 ・学校の近く，住まいの近くのお店や施設について，調べる計

画を立てる。 
○おたすけマップを作る準備をしよう。 
 ・質問の仕方，マナー，何について調べるかを確認し，練習する。 
○調べに行こう。 
 ・実際にお店を訪問し，どの店にどんなものが売っているか調

べる。 
 ・訪問するお店以外に，こども110番の店の表示がないか探す。 
 ・一時避難所になっている公園等を訪れ，備蓄倉庫や水道，ト

イレの有無等を確認する。 
○調べたことをまとめよう 
 ・お店や公園の情報，道路の様子など，気づいたことやわかっ

たことを地図にまとめる。 
 

5h 

・ 

10月 

みんなに伝えよう ○自分の非常持ち出し袋を作る。 
 ・必要な物を選んで，非常持ち出し袋に入れるものを決める。 
○わかったことを発表する。 
 ・作ったおたすけマップを家族や全校児童に紹介する。 

５ 



 

 

特別支援学級 国語科学習指導計画（中学校） 

 

１ 単元名 「おはなし名人になろう」 

 

２ 単元の目標 

・相手に応じて丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気をつけて話すことができる 

・場面に合わせて挨拶したり，必要なことについて身近な人と連絡を取り合ったりすることができる 
     

３ 指導計画（全 ９時間 ／ １月～２月）・・・職場体験学習の事前に行う 

時数 小単元名 主な指導内容・活動内容 

2h 「言葉の名人になろう」 ・慣用句の意味を予想する。（１０個） 
例）｢顔が広い｣，｢目からウロコが落ちる｣，｢鼻が高

い｣，｢泥沼にはまる｣，｢腹が黒い」等 
⇒ワークシートでの三択問題・・・（個別） 

・慣用句の意味を調べる。 
 ⇒国語辞典を使って調べる・・・（個別） 
・気に入った慣用句を使って文章を作り，発表しあう。 
 ⇒それぞれの文章を聞き合う・・・（小集団） 
 

2h 「敬語の名人になろう」 ・「言う」，「見る」，「食べる」等使用頻度の高い言
葉の敬語表現や「お○○になる」等の丁寧語を知る。 

・職員室，お店，友達の家等，さまざまな状況での挨拶
の仕方，会話の仕方について，ロールプレイを行う。 

4h 「電話の名人になろう」 （架電） 
・ワークシートで，①「欠席」と「遅刻」，②アポイン
トの取り方，③友達への遊びの誘い等，電話の仕方を
学習する。 

・電話をかける疑似体験を通して,状況に応じた適切な
言葉遣いを学ぶ。 

（受信） 
・ワークシートで電話の受け方の手順について学ぶ。 
・電話を受ける疑似体験を通して，①用件を聞き取る，
②メモを取る，③家族等に電話の要点を伝えることを
身につける。 

 

1h 「職場実習に生かしてみよう」 ・前時までの学習内容を振り返り,後日行われる職場実
習の際の,挨拶の仕方,電話報告の仕方について疑似
体験する。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 



特別支援学級 作業学習指導計画（中学校） 

 

１ 単元名 「パソコンで名刺作りをしよう」 

２ 単元の目標 

・働くことでの達成感を感じる。 

・あいさつや敬語等人との適切な関わり方を身につける 

・丁寧に作業を行う姿勢を育てる。 

３ 指導計画（全 １２時間～ 注文に応じて随時対応 ／ ９月～１１月） 

時数 小単元名 主な指導内容・活動内容 

3h 

 

名刺の作り方を覚える 

 

・名刺作成の手順を知る。（無料作成ソフト） 

・練習として自分の名刺を作る。仕事用，プラ

イベート用等様々なスタイルがあることを知

る。 

・実際の名刺を見せ，名刺作りの参考にさせる。 

・画像の取り込み方を覚える 

3h～ 

 

お客様とのやりとり 

「注文を受けよう」 

○準備 

・職員室で配布するチラシを作成する。 

・注文を受ける際のオーダー用紙の記入を覚え

る。（書字が苦手な生徒へは，簡単に記入ができ

るよう○をつけるだけのフォームを作成） 

・あいさつ，身だしなみ，敬語等お客様とやり

とりをする際のマナーの確認を行う。 

○実際に注文を受ける 

・職員室で先生方から注文を受ける。 

4h～ 名刺作成 

 

・お客様のオーダーに合う名刺を作成する。 

・名前の漢字，住所等間違いのないよう，「自分

で確認」→「先生へ報告」→「間違いがあれ

ば訂正」を徹底させる。 

・締め切り日を掲示し，意識させる。 

・印刷する。 

2h お客様とのやりとり 

「名刺を届けよう」 

・試作品の確認をしてもらい，訂正や要望があ

れば作り直す。 

・お届けの際のマナーの確認をする。 

・料金を確認する。 

・おつりを払う練習をする。 
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特別支援学級 作業学習指導計画（中学校） 

１ 単元名 「野菜を作ろう」 

２ 単元の目標  

・収穫や販売を通して野菜作りの楽しさを知る。 

・販売を通して適切な,人との関わり方を身につける 

３ 指導計画（４月～１１月） 

時期 小単元名 主な指導内容・活動内容 

4 月 育てる野菜を決める ・夏に校内でバーベキューを行うことを予告。そこで何

を焼くかを話し合う。野菜販売での収入で買い物ができ

ることも伝える。 

畑準備 ・スコップや鍬等道具の使い方を覚える。 

・畑の草取り，耕し，堆肥・肥料まき。 

・ホームセンターを見学し，どのような苗や種があるか

を知る。 

・苗や肥料の注文票を作成。 

5 月 

～ 

苗植え 種まき ・苗植え時の注意点を知る。視覚支援を活用し注意点を

生徒がわかりやすいように工夫する。 

水やり  雑草取り 

わき芽とり 

・虫対策や暑さ対策を知る。 

・決められた時間内で効率よく作業を行うことを学ぶ。 

・天気予報を調べ，降水量や最高気温の意味を知る。 

7 月

～ 

収穫 ・野菜を傷つけないように丁寧な作業を意識させる。 

販売 

 

・スーパーを見学し，野菜の値段を調べる。 

・野菜販売のポスター作り 

・販売時のあいさつの練習 

・お金を受け取る，おつりを渡す練習 

・野菜の袋分け 

・職員室での販売 

8 月 

 

10 月 

バーベキュー会を開

こう 

（秋は焼き芋会） 

○準備 

・先生方へ招待状作成，スーパーへ買い出し 

○当日 

・準備（椅子を運ぶ，火おこし，食材を切る・飲み物等） 

・片付け 

11 月 振り返り ・写真を見ながら，楽しかったことや大変だったことを

まとめる。 

・次年度への意欲を高める 
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特別支援学級 作業学習指導計画（中学校） 

１ 単元名 「木版画でカレンダーを作ろう」 

 

２ 単元の目標  

・いろいろな版画制作を通して表現する楽しさを味わう。 

  ・作業手順を理解し，集中して作業に取り組む。 

     

３ 指導計画（全 ３５時間 ／ １２月～２月） 

時数

・ 

時期 

小単元名 主な指導内容・活動内容 

３ｈ 

・ 

12月 

 

 

「カレンダーの絵を描こう」 

 

 

 
○何月を分担するか決める。 
・何月を選ぶか話し合う前に，それぞれの月に合った言

葉を発表させたり，提示したりする。 
○その月の季節に合った絵を描く。 
・その月に合った絵を描くことができるようアドバイス

する。どうしても描けない生徒に対しては，いくつか
の見本となる絵を提示して，描くヒントにさせる。 

５ｈ 

・ 

1月 

 

 
「安全に気を付けて彫ろう」 
 

 
○版画板を彫刻刀で彫る。 
・作業中の手の位置など，安全に気を付けて彫り進める
よう配慮する。 

・三角刀や丸刀の扱いについて，個別に声掛けする。 
 

４ｈ 

・ 

1月 

 

 
「日付をきれいに書こう」 
 

 
○分担した月の日にちを書く。 
○印刷されたカレンダーの日付の休日に季節に合った
赤のスタンプを押す。 

 
 

12ｈ 

・ 

1月 

2月 

 
「刷り上がりを楽しもう」 
 

 
○版画を刷る。 
・版画板にインクが均等に広がるようローラ－にまんべ

んなく付けさせる。 
 
 

８ｈ 

・ 

2月 

 
「カレンダーを完成させよう」 
 
 
 
 

 
○日付の入った印刷されたカレンダーに版画をのり付
けする。 

○穴を開けて，ひもでとじる。 
 

３ｈ 

・ 

2月 

 
「カレンダーを配ろう」 
 
 
 

 
○駅や郵便局など近隣の施設にカレンダーを配る。 
・気持ちのよいあいさつを心掛けさせる。 
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特別支援学級 作業学習指導計画（中学校） 

１ 単元名 「廊下壁面に季節の掲示物を飾ろう」 

 

２ 単元の目標   

・月ごとの雰囲気に合った掲示物を作り，季節感を味わう。 
     

３ 指導計画（全 ３０時間 ／ ４月～３月） 

時数

・ 

時期 

小単元名 主な指導内容・活動内容 

３ｈ 

・ 

４月 

 

「桜の木を作ろう」 

 

○桜の花をピンクの色画用紙に描き，はさみで切る。 
○台紙に貼った模造紙の木に花びらを散りばめ，のりで貼る。 

３ｈ 

・ 

５月 

 
「鯉のぼりを作ろう」 
 

○うろこを折り紙で作る。 
○鯉の形を描いた模造紙の中にうろこをのりで貼り合わせる。 

３ｈ 

・ 

６月 

 
「アジサイの花を飾ろう」 
 

○折り紙でアジサイの花びらと雨ガエルを作る。 
○模造紙の所定の箇所にのりで貼る。 
 

５ｈ 

・ 

７月 

 
「七夕飾りを作ろう」 
 

○吹き流しや短冊を折り紙などで作る。 
○台紙に貼った模造紙の竹に飾りを掲示用テープなどで貼る。 

３ｈ 

・ 

９月 

 
「秋の味覚を飾ろう」 
 

○ぶどうやりんご，さつまいもを模造紙で立体的に作る。 
○廊下壁面に掲示用テープなどで貼る。 
 

２ｈ 

・ 

11月 

 
「ハロウィンを飾ろう」 
 

○かぼちゃのおばけや，色画用紙のおばけを作る。 
○廊下壁面に掲示用テープなどで貼る。 

４ｈ 

・ 

12月 

 
「クリスマスツリーを作ろう」 
 

○折り紙でたくさんのサンタクロースを作る。 
○もみの木の形の中にサンタクロースをのりで貼り合わせる。 
 

２ｈ 

・ 

１月 

 
「雪だるまを作ろう」 
 
 

○雪だるまと雪の結晶を色画用紙などで作る。 
○模造紙にのりで貼り合わせる。 
 

２ｈ 

・ 

２月 

 
「鬼のお面を作ろう」 
 
 

○鬼や金棒を色画用紙に描き，はさみで切り取る。 
○模造紙にのりで貼る。 
 

３ｈ 

・ 

３月 

 
「ひな飾りを作ろう」 

○ひな人形やひな壇を画用紙と折り紙で作る。 
○廊下壁面に掲示用テープなどでひな飾りを貼る。 
 

 

※時期によっては，毛筆・硬筆，美術や作業での作品，カレンダーなどを掲示。 
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特別支援学級 生活単元学習指導過程（小学校） 

 

1 単元名 「端午の節句を祝おう」 

2 本時の活動 

 （1）本時の目標 

   ・歌やゲームを通して端午の節句に関心を持ち，季節感を味わう。 

   ・異年齢の友達と仲良く活動する。 

 （2）準備・資料等 

   ホワイトボード，プログラム，CD ラジカセ，ゲーム用鯉のぼり，クイズ（画用紙） 

3  指導過程 

過 程 主な活動内容 指導内容・指導上の留意点 

導 入 1 はじまりのあいさつ 

 元気にあいさつをする。 

・司会の児童を中心に会を進めるようにする。 

・姿勢のよい児童，元気のよい児童を称賛する。 

2 授業の流れの確認 

プログラムで予定を確かめる。 

・見通しを持って落ち着いて参加できるように，プログラムにしっ

かり目を向けさせる。 

3 歌 

 元気に「鯉のぼり」を歌う。 

・低学年の児童は，作ったこいのぼりを揺らしながら歌わせ，楽し

い雰囲気を味わえるようにする。 

展 開 4 端午の節句 大クイズ大会 

上学年児童は，自分が調べた

ことをクイズにしたものを

出題する。 

（例）子供の健やかな成長を願

うために，端午の節句では昔

からお風呂にあるものを入

れるそうです。その植物は何

でしょう。 

①バラ ②菖蒲 ③稲 

・上学年児童には，自分がまとめたことを書いた画用紙を，下学年

の児童が見やすいように出させる。（準備の段階で，絵を描いた

り，写真を貼ったり，視覚的に分かりやすいものを作るように指

導する。） 

・下学年が答えるときは，実態に応じて言葉や数字で答えたり，指

さしや挙手で答えたり出来るように配慮する。 

・上学年には，正解を発表した後，詳しい解説を行わせる。 

※上学年児童は，下学年児童にわかりやすいように，ゆっくり大き

な声で発表できたか。 

※下学年児童は，興味をもってクイズに参加することができたか。 

5 「およげ！こいのぼりくん」 

ゲーム 

上学年と下学年児童が二人ペ

アになり，紙コップで作った長

さ 4 メートルのすずらんテー

プの端と端を持つ。 

すずらんテープを鯉のぼり（紙

コップ）に通し，揺らしたり傾

けたりしながら鯉を進ませる。 

・「用意！スタート！」でペアの子たちがすずらんテープを傾けた

り揺らしたりしながら鯉のぼりを上学年児童の手元まで泳がせる。 

一度練習させて，どう動かせば鯉が前に進んでいくか考えさせる。

協力して鯉のぼりを泳がせて速さを競い合わせる。 

・教師は低学年児童の側に付き，すずらんテープを手放さないよう

に支援する。また，その場から離れないで，常に上学年の児童と

一定の間合いになるように配慮する。 

※二人で協力してゲームを楽しむことができたか。 

※友達がゲームをしている時に応援できたか。 

まとめ 6 感想発表 

 

・楽しかったことを発表しあうよう促す。 

※どんなことが楽しかったのか，順序立てて発表できたか。 

7 先生の話 

 

・一人一人，係として頑張ったことを称賛する。 

・ゲームの中で，よかった児童を称賛する。 

8 終わりのあいさつ ・元気にあいさつができるよう促す。 
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特別支援学級 日常生活の指導 指導過程（小学校） 

１ 題材名 「朝の会」(通年で１校時) 

２ 本時の活動 

(1)本時の目標 

    ・一日の学校生活や学習活動について，見通しを持つ。 

    ・挨拶や返事など，社会生活に必要な基礎的なコミュニケーション能力を身に付ける。  

    ・同じことを繰り返すことで，日常生活に必要な所作やマナー，話型の習熟を図る。 

    ・自分なりの目標を持って，意欲的に活動に参加する。 

(2)準備・資料等  

   ・活動の順番と項目が書かれたカード ・CD ・歌詞が書かれたカード ・楽器 

   ・一日の学習予定が書かれたホワイトボード 

３ 指導過程 

主な活動内容 指導内容・指導上の留意点 

① はじめのあいさつ，朝のあいさつ 

「これから朝の会を始めます。日直は○○ですよろしく

お願いします(礼)。朝のあいさつをします。みなさん

立ってください。おはようございます(礼)。」 

② 歌 

「歌を歌います。CD係さん，楽器係さん，お願いします。」 

③ 呼名 

「名前を呼びます。」「○○さん？」「元気ですか？」

「私の名前を呼んでください。」「はい。」「元気で  

す。」 

④ 今日の日にち 

「今日は○月○日○曜日です。」 

⑤ 今日の天気 

「今日の天気をお天気係さん，お願いします。」 

⑥ 今日の予定 

「今日の予定を言います。１年生の○○さんは，１時間

目○○，２時間目○○で交流学級に行きます。…。」 

⑦ 今日の献立 

「今日の献立，発表してくれる人？○○さん。」「今日

は，○○，□□，△△…。残さず食べましょう。」 

⑧ 持ち物検査 

「持ち物検査。○○先生，お願いします。」 

『はい。ハンカチ・ティッシュをポケットから出します。

名札，爪…。』 

⑨ みんなのお話 

「みんなのお話。今日は，○○さん，お願いします。」 

「はい。ぼくは，昨日，児童館で，ドッジボールをしま

した。楽しかったです。質問はありますか？」 

「はい。何人でやりましたか？」… 

⑩ みんなで一緒に 

「みんなで一緒に。○○先生，お願いします。」 

『はい。今日は，伝言ゲームをします。』 

⑪ おわりのあいさつ 

「これで朝の会を終わります。」 

・活動の見通しを持たせるために，カードを番号順に

黒板に貼らせる(算数)。 

・教師が挨拶や返事の手本を示す。 

 

・歌う曲が入っているCDや歌詞カードを事前に準備。

日直の指示に従って係の児童の補助をする(音楽)。 

・１年生から順番にするように促す(算数)。 

・良い返事を褒めたり良い姿勢を意識させたりする。 

○相手の方を見て呼名したり返事したりできたか。 

 

・一日(ついたち)，二十日(はつか)など，正しい読み

方を伝える(国語)。 

・教室の外に温度計を設置しておき，気温も確認させ

る(理科)。 

・自分だけでなく，友達の学習予定も確認することで

自分を取り巻く環境を理解させる。 

○一日の学習予定を見て，見通しが持てたか。 

・随時，赤・緑・黄の分類も確認し，栄養について興

味を持たせる(家庭科)。 

 

・持ち物の有無だけでなく，どうして必要なのかを考

えさせたり意識づけしたりする(保健体育)。 

・特に名札は，命を守るためにも大切であることを伝

える。 

・ローテーションで話す児童を固定することで，全員

出番が回ってくるようにする(算数)。 

・「いつ」「どこで」「誰が」「何をして」「どうだ

った」を聞き手に確認し，質問させる(国語)。 

○話し方や話の内容，聞く姿勢や態度が適切か。 

・ただのお楽しみではなく児童の実態に応じて課題を

設定し，重点的に取り組む。例えば「言語活動」と

して伝言ゲームや回文，ダジャレなどに取り組む。 

・日直にカードを片付けるように指示。 

○それぞれの児童が目標を持って参加できたか。 
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特別支援学級 国語科学習指導過程（中学校） 

１ 題材名 「物語を読もう」 

 

２ 本時の活動 

(1)本時の目標 
   簡単な文章を読んで，おおよその筋を理解したり感想を述べたりして読書を楽しむ。  

(2)準備・資料等  

 「１分で読める江戸の笑い話」，「同怖い話」，拡大コピー（A3）したテキスト，ワークシート 

３ 指導過程 

過程 主な活動内容 指導内容・指導上の留意点 

導入 

 

 

１ あいさつ 
 
２ めあての確認(見通す) 
・物語のあらすじを理解する 
・物語のおもしろさ(不思議さ，怖さ)を見つける 

 
 
・生徒が知っていそうな有名なとんち話や小話を

導入部で紹介し，生徒の意欲を高める。 
・生徒達の関心を持ちそうな物語を２冊見せて，
どちらを読むか生徒に決めさせる。 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教師の範読 
・範読を聞きながら，わからない語句に印をつけ
る 
 
 
４ 分からない語句を辞書で調べる 
 
 
５ 物語を輪読する（生徒３名） 

 

 

 

 

６ 物語のあらすじを理解する 

・ワークシートに記入する 

・一人一人の発表を聞きあうことで，あらすじを

理解する 

 

７ 物語のおもしろい（不思議，怖い）点を見つ

ける 

・ワークシートに記入する 

・一人一人の発表を聞きあったり，意見を言った

りする 

 
・声の抑揚やトーンを変えたり，スピードに強弱

を付けたりしながら読むことで，生徒が物語に
集中できるようにする。 

 
・複数ある場合は，分担して調べるように促す。 
・調べた語句の意味を板書する。 
 
・一行ずつ読むか役割を決めて読むかは物語の内

容によって決める。 
・ひらがなやカタカナの読みが不完全な生徒が読

みにつまずいた場合，見守りと介入のタイミン
グに注意を払う。 

 
・生徒の実態に応じて，あらすじの理解を促すた

めのワークシートを準備する。（「どうして○
○したのですか？」等の質問を記載） 

 
 
 
・生徒の「感想」に当たる部分なので，自由に記
述させる。 

・発表内容の良い点を見つけ，一人一人賞賛する。 
・物語の受け取り方の多様性，楽しさに気づける

ように声掛けする。 

まとめ ８ 再び教師の範読を聞いた後，感想を発表する 

(振り返る) 

・あらすじやおもしろさ（不思議さ，怖さ）を意

識しながら聞く 

 

９ 次時の予告 

 

10 あいさつ 

・声の抑揚やトーンを変えたり，スピードに強弱
を付けたりしながら読むことで，生徒が物語に
集中できるようにする。 

・生徒の感想を受け，次時の学習につながるよう
なコメントを伝える。 

 
・次時に使用する「３分の物語」を提示し，より
長い物語へステップアップすることを告げ，生
徒の意欲を喚起する。 
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特別支援学級 自立活動学習指導過程（中学校） 

 

１ 題材名「人との適切な関わり方」 

２ 本時の活動 

   (1)本時の目標 

      ・日常生活の中で見られる人との関わり方について気付く。 

   ・人との適切な関わり方についての理解を深め，生活に生かそうとする意欲を持つ。 

   (2)準備・資料等 

      ホワイトボード，ラジカセ，CD，TV，PC 
３ 指導過程 

過 程 主な活動内容 指導内容・指導上の留意点 

導 入 

 

 

 

 

 

 

 

１ 始まりの挨拶 

２ ウォーミングアップ 

・楽しい曲に合わせて踊る。 

３ 日常生活を振り返る。 

 

 

４ 本時のねらいを知る。 

 

 

・友達と一緒に踊ることで楽しい気持ちにな 

れることを味わわせる。 

・日常生活で，人との不適切な関わりでトラ 

ブルになった出来事に触れることで，関心 

を高めさせる。 

「人との適切な関わり方について考えます。」 

 

展 開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 人とのよい関わり方 

（１）ロールテイキング 

・担当の生徒（教師）は不適切な関わり方 

の例を演じる。 

・どこがよくなかったか，どうすればよか 

ったかを考え，発表する。 

・担当の生徒（教師）は行動の改善後の姿 

や適切な関わり方の例を演じる。 

＜４つのケース＞ 

  ①着衣の乱れ 

  ②人を突き飛ばす，叩く，どなる 

  ③人に向かって咳をする 

  ④異性に近づく，触れる 

 

（２）実践練習 

・指名された生徒は，いずれかのケースの 

場面での役割を演じる。 

 

 

・担当の生徒（教師）が不適切な関わり方の例

を演じることを知らせる。 

・演技後に，どこがよくなかったか，どうす 

ればよかったかを指名し，答えさせる。 

・行動の改善後の姿や適切な関わり方の例を確

認させる。 

＜行動の改善，適切な関わりの例＞ 

 ①着衣が乱れている。 

  →身だしなみを整える。 

 ②人を突き飛ばす，叩く，どなる。 

    →人への相談の仕方（呼び方，伝え方） 

 ③人に向かって咳をする。 

    →マスクやハンカチ，手で口をふさぐ。 

 ④異性に近づく，触れる。 

    →適度な距離（パーソナルスペース）を 

  取って接する。 

    →許可なく異性には触れない。 

・実践練習で，うまくできた場合には良かっ 

た点を具体にあげてみんなの前で称賛する。 
 

まとめ 

 

 

 

６ まとめ 

・教師の話を聞く。 

 

７ 終わりの挨拶 
 

・適切な関わりの中で生活することは楽しく安

心な学校生活につながることを知らせる。 

・TV，PC（パワーポイント）などで簡潔に 

わかりやすくイラストで示す。 

 

 

１４ 




